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中部地域の企業等が、排出されるＣＯ2を削減したことで生じたクレジット（国内ク
レジット、Ｊ－クレジット）。これらのクレジットを地域としてまとめ、ブランド化する
ことで、地域内のクレジットを活用促進する取組をはじめました。 

「特定の企業からクレジットを購入するのではなく、 
地元で生まれたクレジットを活用したい」 
 ― そんな思いに応える仕組みができました 

中部地域で生まれたクレジットで 
カーボンオフセットした証。 
 ― それが、 
  「中部産CO2クレジット」のマークです 

今、活用できる中部産のクレジットがここにあります。 
 ― 中部産CO2クレジットプラットフォーム 



省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用によるＣＯ２の排出削減量や、適切な
森林管理によるＣＯ２の吸収量を、クレジットとして国が認証する制度です。 
認証されたクレジットは、購入することができ、低炭素社会実行計画の目標達成やカーボン ・ オフセットなど、さま

ざまな用途に活用できます。また、クレジット購入代金は、クレジット創出者に還元され、さらなるＣＯ２排出削減／
吸収の取組や、地域活性化等に活かすことができます。 

中部経済産業局ではＪ－クレジット制度ソフト支援事務局を設置
し、認証取得や活用に向けた支援を無料で行っています。 
 
 【事務局】三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社（名古屋） 
        ＴＥＬ：052-307-1102 
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クレジットの「地産地消」を目指して 

「中部産CO2クレジット」の取組がはじまりました 

 特定の企業等からではなく、複数または企業の名前がわ
からない形でクレジットを購入したい。 

 中部地域のクレジットを購入した（環境に配慮した取組を
行っている）ことが明確にできるような証（マークなど）が欲
しい。 

こうした声に応え、中部経済産業局では、「中部
産CO2クレジット」を創設し、中部地域のクレジッ
トのさらなる利用促進を図っています。 

詳しい情報はこちらでご覧いただけます。 

中部産CO２クレジットプラットフォーム 

http://www.chubu.meti.go.jp/d34j-credit/platform.html 

お問合せ先 
経済産業省 中部経済産業局 資源エネルギー環境部 エネルギー対策課 

〒460-8510 名古屋市中区三の丸2-5-2 
 TEL 052-951-2775 ／ FAX 052-951-9801 ／ E-mail  chb-enetai@meti.go.jp 

 
① クレジットの売却益 
② 省エネルギー対策によるランニングコストの低減 
③ 地球温暖化対策への積極的な取組に対するＰＲ効果 
④ Ｊ－クレジット制度に関する企業や自治体との関係強化 

① 低炭素社会実行計画の目標達成 
② カーボン・オフセット、CSR活動（環境・地域貢献）等 
③ 温対法の調整後温室効果ガス排出量の報告 
④ 省エネ法の共同省エネルギー事業の報告 
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